
令和8年熊本地震

災害支援活動報告書

支援実績報告

8月1日～ 支援開始

・おくだけ電源
・仮設トイレサラオ
・給水タンク
・TKBインフラユニット

の設置を行いました。



支援活動の概要

停電・断水が続く地域へ、4種類の設備支援を実施

発災後、3社合同チームを編成し、日田営業所等
を拠点に現地調整と資機材搬入を進めました。
他団体の活動と役割を調整し、必要地点へ設備
を配置しました。

おくだけ電源 快適トイレサラオ 給水タンク TKBインフラユニット

3セット U型9台／P型4台 18基 1基

※ おくだけ電源は１セットは、単独。２セットは２連結
※サラオP型2台はTKBインフラユニット1基の構成設備に含まれます。
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場所：Gテクノ日田営業所にて

メディア掲載

新聞 ３社
・中日新聞
・東愛知新聞
・東日新聞

各社とも８月１８日

TV ３社
・メ～テレ    ４回
・ANN    １回
・熊本放送    １回



3セットおくだけ電源の支援

〇発電＆蓄電容量

単独の場合（SPS-1010）
・発電2,560W 蓄電10KWh

２連結の場合（SPS-1010＋SPS-0020）

・発電5,120W 蓄電30KWｈ
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場所：八代市 八代市災害ボランティアセンター
用途：TKBインフラユニット、トイレ５基用の電源として

場所：宇城市 なごみ温泉 日本財団災害対策拠点
用途：事務所ハウス用電源として

場所：氷川町 NGO結 災害拠点
用途：トレーラーハウス用電源

● 折りたたみ太陽光発電と蓄電池を組み合わ
せたオフグリッド電源を配置しました。
災害対策拠点等でご利用いただきました。

運搬時
おくだけ電源２基



計１3台仮設トイレサラオの支援
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↑下水が使用可能な個所が多く、汚水桝に直結しました。

場所：八代市災害ボラセン場所：宇城市 団地

R８年 熊本地震の特色

場所：宇城市 団地

U型9台、P型4台の支援を行いました。

場所：八代市災害ボランティセンター

● 団地、寺院、団地、支援拠点などへ配置し、断水下でも清潔なトイレ環境を確保しました

↑給水は民間団体と協力して行いました。



１８台給水タンクの支援

● 保育園、病院、寺院など、地域生活を支える為の「井戸ポンプ付きタンク」
を支援しました。トイレだけでなく、シャワー、洗濯にも活用いただいてます
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場所：宇城市 日本財団ヤードにて



１基TKBインフラユニットの支援

● 荷下ろし後、給水と排水を接続するだけで、水回りがすべて使用できる
ようになり、生活環境が大幅に改善されました。
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場所：氷川町 NGO結 災害拠点 洗濯機、エアコン、灯油ボイラー

温水シャワー 深型シンク×２水洗トイレ×２
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